






















Analysis on Making Questions in Moral Education by Text 
Mining: Reading Materials about the Great Japan Earthquake 






















































































2012度 2013度 2014度 2015度 2016度 2017度
履修者数（人） 95 61 88 38 60 37
筆者担当クラス数 3 2 2 2 2 2















































































順位 抽出語 出現回数 順位 抽出語 出現回数
1 差別 60 11 感じる 15
2 思う 50 11 生活 15
2 人 50 11 転校 15
4 気持ち 49 11 福島 15
5 みっちー 39 15 学校 14
6 自分 26 15 受ける 14
6 主人公 26 15 被災 14
8 放射能 25 18 埼玉 13
9 震災 23 18 聞く 13




















いた。「KH Coder」の「KWICコンコーダンス」（Key Words in Context）コマ
ンドを用いて、分析対象ファイル内で抽出語がどのように用いられていたの
か確認してみると、「初めて埼玉に訪れた主人公はどういった気持ちだった
でしょうか」、「埼玉に一時避難することになった「ぼく」はどのような気持
ちだったでしょう」、「「みっちー」が埼玉の学校に行くとき、どんな気持ち
だったか」、「埼玉の学校で受けたクラスメイトの優しさに対して「みっちー」
は何を感じましたか」という発問例が確認できた。
　また、Ｂ群は、「心」に強い共起関係を示す「強い」を含め9語で構成され
ていた。Ａ群と同様に「KWICコンコーダンス」コマンドを用いて確認する
と、「放射能の疑いがあるだけで差別されている人がいることを聞いて「みっ
ちー」はどう思ったか」、「放射能差別のニュースを聞いて、また両親の話を
聞いて主人公はどう思ったか」、「放射能などによる差別を受けた人は、どう
思ったでしょうか」、「もしもあなたが放射能差別を受けたらどんな気持ちだ
ろうか」という発問例が確認できた。
５．考察
　分析の結果から、Ａ群は「主人公」の「みっちー」が「原発」事故の影響で
故郷の福島を追われ、遠く離れた「埼玉」へ強制避難させられる苦しい「気
持ち」に学習者がいかに寄り添えるかという《過去・現在》を受容する発問、
Ｂ群は「みっちー」が「原発」事故に起因した「放射能」「差別」を受ける側
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にいることを「ニュース」等で知ることを受けて、福島県外の人間としてど
のように関わっていくのかという《未来》の行動を志向する発問として整理
できる。
　『第Ⅰ集』の「第Ⅱ章　読み物資料の活用例」には、展開例として次の5つ
の発問が想定されている。
　　三　展開例（○発問、◎中心発問、・主な活動）
　　○埼玉に転校した時の筆者は、どんな気持ちだっただろうか。
　　○ 埼玉の学校でもがんばろうという気持ちがわいてきたのはなぜだろう
か。
　　○ 放射能による差別があることを知った筆者は、どんな気持ちだったの
だろうか。
　　○筆者は震災を通して何を学んだのだろうか。
　　◎どんなことがあっても強く生きていく心とは、どんな心だろうか。
　ここに、Ａ群の《過去・現在》を受容する発問とＢ群の《未来》の行動を
志向する発問を重ねてみると、「○筆者は震災を通して何を学んだのだろう
か」を除く3つの○発問が両群の発問とおおむね一致していることがわかっ
た。「◎どんなことがあっても強く生きていく心とは、どんな心だろうか」と
いう◎中心発問も《未来》の行動を志向するという点ではＢ群と方向性を一
にするが、学生たちは自分たちも含め福島県外の人間として放射能差別に加
担する可能性のある側から《未来》の行動を志向するのに対して、教材作成
者や被災当事者は放射能差別を受ける可能性のある側から「強く生きていく
心」を持って《未来》を志向するという決定的な違いが見られた。
　道徳郷土資料は、特殊性や地域性を有しているため、ときに教材作成者の
意図に反した扱われ方がされるかもしれない。今回は特に学生を対象にした
分析であったため尚更その傾向が強かったかもしれないが、見方を変えれば
教材作成者側の意図を超えて多様な視点や価値観を提示しうるということか
もしれない。筆者は被災当事者であり、震災当時は福島県いわき市内の大学
テキストマイニングによる道徳授業の発問分析■
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に勤務していた。原発事故避難も含めさまざまなことを経験したが、正直、
「強く生きていく心」を持ちえない時期もあり、むしろ県内外の人々とのかか
わりの中で「弱さ」を共有し、支え合うことの大切さも実感してきた。繰り
返しになるが、道徳郷土資料あるいは道徳教材は多様な解釈が可能であり、
多様な授業展開が試行されるべきである。間違っても、授業者自身が授業展
開や発問の“答え”を探すようなことがあってはならない。その意味では、
学生たちの自由な発想から学ぶことは多いので、今後、サンプル数や学生と
の直接的な対話の機会を増やすなどしながら、「特別の教科　道徳」における
道徳郷土資料のさらなる活用方策を探求していきたい。
〈参考文献・資料〉
福島県教育委員会『ふくしま道徳教育資料集第Ⅰ集　生きぬく・いのち』平成25年3月11
日
福島県教育委員会『ふくしま道徳教育資料集第Ⅱ集　敬愛・つながる思い』平成26年3月
11日
福島県教育委員会『ふくしま道徳教育資料集第Ⅲ集　郷土愛・ふくしまの未来へ』平成27
年3月11日
樋口耕一『社会調査のための計量テキスト分析―内容分析の継承と発展を目指して』ナカ
ニシヤ出版、2014年
越中康治・高田淑子・木下英俊・安藤明伸・高橋潔・田幡憲一・岡正明・石澤公明「テキ
ストマイニングによる授業評価アンケートの分析―共起ネットワークによる自由記述
の可視化の試み―」『宮城教育大学情報処理センター研究紀要』（22）、pp.67-74、2015
年
大橋保明「クリッカーの活用による双方向対話型授業の探求―「道徳」模擬授業における
リアルタイムフィードバックの試み―」『名古屋外国語大学外国語学部研究紀要』（第
48号）、2015年、pp.273-283
白木みどり・大内克之・阿部洋己・渡邉真魚「郷土資料の効果に関する研究―「ふくしま道
徳教育資料集」に係る児童生徒の感想の分析を通して―」『道徳教育方法研究』（21）、
pp.11-20、2015年
上原昭三「道徳の授業において対話を促す教師の発問技能―教員養成段階における指導上
の課題―」関西国際大学教育総合研究所編『教育総合研究叢書』（10）、pp.41-56、2017
年
横浜市教育委員会事務局編『横浜版学習指導要領 道徳編』平成21年3月
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〈巻末資料〉
授業名：道徳教育の理論と方法（2017年度1期　火3／水3）
担当教員：大橋　保明（研究室7号館204、オフィスアワー水2）
授業概要および学習目標：
　道徳教育とは、学齢期の青少年に道徳性を身につけさせることを目標とする教育の総称
である。道徳性が時代背景や社会状況の変化に応じて幅広く議論されてきた経緯を踏ま
え、学校教育における道徳の時間の指導法のみならず、家庭や地域社会との関わりからも
検討を行いながら、道徳教育の理論や方法への理解を深める。
授業計画：
１．講義内容の説明と計画（第1回）
２．道徳教育の理論　（第2回～6回）
　①道徳教育の意義と歴史　　　　　②学習指導要領と道徳教育
　③「特別の教科　道徳」と評価　　④道徳性の発達と理性の道徳教育
　⑤地域・家庭における道徳教育
３．道徳教育の方法　（第7回～15回）
　①授業実践の共有　－内容項目の観点から（映像資料視聴）－
　②授業実践の共有　－学年別の観点から（映像資料視聴）－
　③学習指導案の検討　－学習指導案の内容－
　④学習指導案の検討　－教材の検討－
　⑤学習指導案の作成　－学習指導の多様な展開（映像資料視聴）－
　⑥学習指導案の作成　－指導における配慮とその充実－
　⑦模擬授業　－中学校低学年を中心に－
　⑧模擬授業　－中学校中学年を中心に－
　⑨模擬授業　－中学校高学年を中心に－
※ 模擬授業の教育効果を高めるため、その評価については「クリッカー」を用いてリアル
タイムフィードバックを行う。
留意事項：
　○ グループディスカッションや模擬授業等を取り入れるので、授業への積極的な参加が
求められる。
　○ チャイムと同時に授業を開始するので、余裕をもって入室し、着席しておくこと。
　○ 許可した場合を除き、携帯電話や電子辞書等の電子通信機器の使用は一切禁止する。
電源を切ってカバンの中にしまい、机上に置かないこと。指示に従わない場合は、警
告の後、履修取消（失格）の処置をとるので注意すること。
　○ 欠席者へのDVD貸出は、原則、当日貸しとする。
　○ 学期末課題の提出にはMoodleを活用するので、操作方法等を事前に確認しておくこ
と。
成績評価基準：
　○ 「平常点」（授業態度や提出物の状況、模擬授業への参加度等）および「学期末課題」
（学習指導案2本）により総合的に評価する。
使用教科書（参考書）：
〈教科書〉 文部科学省『中学校学習指導要領解説（道徳編）』日本文教出版、平成20年9月、
142円
〈参考書〉その他の資料および参考文献等については、講義の中で適宜紹介する。
